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－新型コロナウイルス感染症対策について－ 
町民の皆さま方には、感染防止対策にご協力いただきありがとうございます。 

－県知事メッセージの内容－ 

１．緊急事態宣言の対象地域およびまん延防止等重点措置の実施区域との不要不急の往来を控える

ようお願いします。 

２．基本的な感染防止対策を継続しましょう。 

３．普段一緒にいない人との接触はできるだけ避けましょう。 

４．風邪症状などがみられたら、「休みを取る・取らせる」ことを徹底しましょう。 
◎お互いを守り合う気持ちで、引き続き、ご理解とご協力をお願いいたします。 

移住者に最大１００万円の移住支援金を支給します！ 
東京圏からの移住・定住の促進と青森県の人手不足を解消するため、鶴田町に移住して就業した方を対

象に、移住支援金を支給します。 
●対象 次の移住元に関する要件を満たし、かつ、就業等の要件①～⑤のいずれかに該当する方 
【移住元に関する要件】 
・住民票を移す直前１０年間で、通算５年以上（直近１年間は連続）、東京２３区内に在住していた、ま
たは東京圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）に在住し、東京２３区内に通勤していたこと。 

【就業等に関する要件】 
①青森県マッチングサイト（Ａｏｍｏｒｉ－Ｊｏｂ）に掲載している対象求人に応募して就職した方 
②専門人材の方（国・県のプロフェッショナル人材事業または先導的人材マッチング事業利用者） 
③テレワーカー（会社命令ではなく、自己の意思で移住前の業務をテレワークで行う方） 
④鶴田町が関係人口と認める転入時５０歳未満の方で、県内で就業・就農等する方 
※町に在住歴がある方や３親等内親族がいる方など。詳しくは町ホームページをご覧ください。 

⑤起業者（青森県の起業支援金の交付決定を受けた方） 
※起業支援金については、２１あおもり産業総合支援センターのホームページをご覧ください。 

●支給額 ２人以上の世帯での移住の場合：最大１００万円／単身での移住の場合：最大６０万円 
●申請期間 転入後３ヶ月以上１年以内 
●問い合わせ・申請先 企画観光課まちづくり班（内線２６３） 
 

移住支援金の支給対象法人も募集しています！ 
移住支援金の対象法人に登録してＵＩＪターン者の採用につなげませんか？ 
青森県では移住支援金対象者の就業先となる法人を募集しています。「Ａｏｍｏｒｉ－Ｊｏｂ」に登録

する求人および企業情報は、民間求人サイトにも掲載され、広告効果が見込まれますのでご登録ください。 
●対象法人・求人の要件および登録方法 青森県または町ホームページをご覧ください。 
●問い合わせ先 青森県 労政・能力開発課  ☎０１７－７３４－９３９８ 
 
 
 
 

青森県Ｕ・Ｉターン×交流フェア開催！ 
青森県を挙げてＵＩターンを応援するため、昨年度中止となった青森県主催の移住相談イベント『青

森県合同移住フェア』がリニューアル。万全な感染症対策を講じて東京都内で開催されます。 
当町も出展して相談対応しますので、首都圏在住のご家族やご友人などにぜひお伝えください。 
当日は、県知事による本県紹介のほか、仕事の探し方やマネーセミナー、先輩移住者との交流プログ

ラムなど、移住に関する心配や不安を解消する企画が予定されています。 
首都圏在住で青森県への移住にご興味のある皆様のご参加をお待ちしております。 

●日時 令和３年９月１８日（土）午前１０時～午後６時 
●会場 秋葉原ＵＤＸギャラリー（東京都千代田区外神田４－１４－１） 
●お申込み 「あおもり暮らし」ホームページよりお申込み可能。 

詳しくは、右のＱＲコードからご確認ください。 
●その他 相談は事前予約制でオンラインでの対面相談が可能です。 
●問い合わせ先 青森県 地域活力振興課 移住・交流推進グループ ☎０１７－７３４－９１７４ 
※新型コロナウイルス感染症の状況により、完全オンライン開催となる場合があります。 

 鶴田町 移住支援 で検索 

８月３１日（火）は、町・県民税２期分と  
国民健康保険税２期分の納期限です。  
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令
和
三
年
鶴
田
町

民
ゴ
ル
フ
大
会
の

お
知
ら
せ 

 

《
教
育
委
員
会
》 

 

鶴
田
町
民
の
親
睦
と
健
康
増
進
を

図
る
た
め
、
鶴
田
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。 

●
日
時 

令
和
三
年
九
月
十
二
日
（
日
） 

午
前
十
時
十
四
分
ス
タ
ー
ト 

※
現
地
受
付
を
午
前
九
時
四
十
分

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

●
場
所 

 

津
軽
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
百
沢

コ
ー
ス 

※
表
彰
式
お
よ
び
懇
親
会
は
、
鶴
田

町
内
を
予
定 

●
参
加
料 

二
千
円
（
懇
親
会
は
別
途
三
千
円
） 

●
参
加
資
格 

①
鶴
田
町
民
お
よ
び
鶴
田
町
に
在

住
歴
の
あ
る
方 

②
鶴
田
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方

お
よ
び
勤
務
歴
の
あ
る
方 

●
申
込
期
限 

 

八
月
二
十
八
日
（
土
） 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

①
鶴
田
町
ゴ
ル
フ
協
会
事
業
部 

太
田 

裕
久 

☎
０
９
０
―
１
１
２
０
―
１
１
６
４ 

②
産
業
課 

農
地
班 

下
山 

敏
（
内
線
２
９
４
） 

「
町
戦
没
者
追

悼
式
の
中
止
に

伴
う
献
花
」
の
実

施
に
つ
い
て 

 

《
町
民
生
活
課
》 

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
を

偲
ぶ
と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和

を
祈
念
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

献
花
台
を
設
置
い
た
し
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
献
花
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

●
日
時 

令
和
三
年
八
月
十
五
日
（
日
） 

午
前
十
一
時
か
ら 

十
二
時
三
十
分
ま
で
の
間 

●
会
場 

 

鶴
田
町
国
際
交
流
会
館
ホ
ー
ル 

●
そ
の
他 

・
式
典
方
式
で
は
な
い
の
で
、
平
服

で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

・
献
花
用
の
お
花
は
町
で
ご
用
意
い

た
し
ま
す
。 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着

用
と
手
指
消
毒
お
よ
び
検
温
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

町
民
生
活
課 

福
祉
支
援
班 

（
内
線
１
６
２
） 

 

  

つ
が
る
西
北
五
広

域
連
合
医
療
職
員

採
用
試
験
に
つ
い
て 

 

《
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
》 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
で
は
、

次
の
と
お
り
今
年
度
二
回
目
の
医

療
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

●
試
験
日 

 

令
和
三
年
九
月
十
九
日
（
日
） 

●
受
付
期
限 

 

八
月
二
十
七
日
（
金
） 

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員 

 

下
記
の
と
お
り 

●
受
験
資
格 

 

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
下
記
職
種
の

免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
令
和

四
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
免
許

を
取
得
す
る
見
込
み
の
あ
る
方 

●
採
用
試
験
案
内 

試
験
内
容
、
受
験
手
続
等
に
つ
い

て
は
、
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.ts  
 

g
re

n
.jp

/

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

●
採
用
日 

令
和
四
年
四
月
一
日 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合 

病
院
運
営
局 

人
事
課 

☎
２
６
―
６
３
６
３ 

 

           

県
営
住
宅
入
居
者

募
集
の
お
知
ら
せ 

 

《
株
式
会
社  

サ
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
》 

●
募
集
住
戸 

①
松
島
団
地 

（
五
所
川
原
市
松
島
町
六
丁
目
地
内
） 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
Ｄ
Ｋ
：
一
戸 

(

一
階
玄
関) 

②
新
宮
団
地 

（
五
所
川
原
市
長
橋
字
広
野
地
内
） 

 
 
 
 

木
造
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
一
戸 

(

一
階
玄
関) 

 
※
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
の

人
数
な
ど
の
制
限
に
つ
い
て
、
①

②
二
名
以
上
か
ら
可
。 

●
募
集
・
受
付
・
書
類
配
布
・
説
明

期
間 

令
和
三
年
八
月
二
日(

月)

か
ら 

八
月
十
日(

火) 

（
土
、
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
） 

●
そ
の
他 

入
居
す
る
に
は
入
居
基
準
が
あ

り
、
家
賃
は
所
得
金
額
に
応
じ
て

決
定
し
ま
す
。 

【
家
賃
】 

①
松
島
団
地 

１
７
７
０
０
円
か
ら 

３
４
７
０
０
円
程
度 

②
新
宮
団
地 

 

１
５
７
０
０
円
か
ら 

３
０
９
０
０
円
程
度 

 

※
①
②
は
令
和
三
年
十
月
一
日
入

居
予
定
で
す
。 

※
駐
車
場
は
原
則
と
し
て
一
住
戸

に
つ
き
一
台
で
す
。 

※
二
台
目
駐
車
場
に
つ
い
て
は
空

区
画
が
あ
る
場
合
の
み
貸
し
出

し
ま
す
。 

※
駐
車
場
料
金
は
、
家
賃
と
は
別
に

徴
収
し
ま
す
。 

※
冬
期
の
駐
車
場
や
共
用
部
分
の

除
雪
は
入
居
者
の
皆
さ
ん
で
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

青
森
県
県
営
住
宅
等
指
定
管
理
者 

株
式
会
社 

サ
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン 

住
宅
管
理
係 

（
五
所
川
原
市
大
字
金
山
字
亀

ヶ
岡
四
六
番
地
一
八
） 

☎
０
１
７
３
―
３
８
―
３
１
８
１

（
土
、
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
） 

職 種 採用予定人員 

看 護 師 
１０名程度 

助 産 師 

薬 剤 師 ２名程度 

診療放射線技師 ２名程度 

臨床検査技師 ３名程度 

作 業 療 法 士 １名程度 

 



「
解
決
の
糸
口

を
見
つ
け
に
行

こ
う
！
」
相
談
会

に
つ
い
て 

 

《
消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
》 

町
と
連
携
し
て
生
活
再
建
相
談

事
業
を
行
っ
て
い
る
消
費
者
信
用

生
活
協
同
組
合
に
よ
る
無
料
相
談

会
で
す
。 

専
門
ス
タ
ッ
フ
や
弁
護
士
が
お

金
や
暮
ら
し
に
関
す
る
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
、
丁
寧
に
聴
き
取
り
し
、

一
緒
に
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ま

す
。 

●
日
時 

令
和
三
年
九
月
二
十
五
日
（
土
） 

午
前
十
時
～
午
後
四
時 

●
場
所 

 

弘
前
市
民
文
化
交
流
館 

 

（
ヒ
ロ
ロ
三
階
、
多
世
代
交
流
室
） 

●
対
象
の
相
談 

①
お
金
の
問
題 

（
多
重
債
務
問
題
な
ど
） 

②
遺
産
相
続 

③
不
動
産
売
買 

④
税
金
等
公
共
料
金
の
滞
納 

⑤
Ｄ
Ｖ
・
離
婚
問
題 

⑥
そ
の
他
く
ら
し
に
関
す
る
悩

み
事 

●
相
談
料 

無
料 

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

 

消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合 

弘
前
事
務
所 

☎
０
１
２
０
―
１
０
２
―
３
５
４ 

 

七
月
二
日 

Ｆ
Ｄ

Ａ
青
森
・
名
古
屋

線
が
就
航
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た 

 

《
青
森
県
企
画
政
策
部 

 

交
通
政
策
課
航
空
グ
ル
ー
プ
》 

 

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
に
よ
る
青
森
・
名
古
屋

線
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を

い
た
だ
き
、
本
年
七
月
二
日
に
就
航

十
周
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。 

 

青
森
・
名
古
屋
線
は
、
夏
は
四
往

復
、
冬
は
三
往
復
で
運
航
し
て
お
り
、

青
森
か
ら
名
古
屋
を
八
十
五
分
で

結
び
ま
す
。
名
古
屋
空
港
か
ら
は
名

古
屋
市
中
心
部
・
名
古
屋
駅
ま
で
の

連
絡
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
お
り
、
名

古
屋
城
や
熱
田
神
宮
な
ど
名
古
屋

市
内
の
見
ど
こ
ろ
に
加
え
、
伊
勢
神

宮
な
ど
周
辺
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
も
便
利
で
す
。 

 

十
周
年
を
迎
え
た
青
森
・
名
古
屋

線
を
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
る

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

※
運
航
ダ
イ
ヤ
や
運
賃
の
詳
細

な
ど
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
f

u
j
i
d
r
e
a
m
.
c
o
.
j
p
/
)

を

ご

覧

く
だ
さ
い
。 

 

楽
し
く
体
験
！

第
二
十
三
回
安
全

運
転
競
技
大
会 

 

《
五
所
川
原
地
区
交
通
安
全  

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
》 

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
初

心
に
か
え
っ
て
日
ご
ろ
の
運
転
を

楽
し
く
再
チ
ェ
ッ
ク
！ 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
日
時 

令
和
三
年
九
月
五
日
（
日
） 

午
前
九
時
三
十
分
～
十
二
時 

●
場
所 

 
五
所
川
原
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル 

●
参
加
資
格 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち

の
女
性
（
運
転
経
験
・
年
齢
不
問
） 

●
参
加
費 

無
料
（
賞
品
あ
り
） 

●
申
込
期
限 

 

八
月
二
十
七
日
（
金
） 

●
問
い
合
わ
せ
先 

五
所
川
原
地
区
交
通
安
全
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局 

和
田 

☎
３
３
―
１
６
８
８ 

「小学生を対象に ECO クラフトワークショップを開催します！」 
 
 「NEXT＋つるたプロジェクト」では、環境に配慮した社会づくりを目指し、自然の中にあるもの（貝

殻や松ぼっくりなど）やゴミとして捨てられるもの（ペットボトルのふたや空きビンなど）だけを材料

とした、ECOクラフトワークショップを開催します。想像力や応用力を活かし、夏休みの工作にご活用

ください！ 
 
●日時：令和３年８月８日（日） 午前の部９：００～１２：００ 午後の部１３：３０～１６：３０ 

●場所：鶴田町公民館 ●対象：小学生 ●定員：午前の部１０名 午後の部１０名 ●参加費：無料 

●材料：２時間程度で完成するものを作ります。購入せずに各自でご準備ください。 

●工作道具：テープなど簡単なものは準備します。申し込み時、打ち合わせします。 

●問い合わせ・申込先：担当 太田 ０９０－７０６５－０９３７ 

「子どもの人権１１０番」強化週間 
 

青森地方法務局および青森県人権擁護委員連合会では、下記の強化週間中、平日の電話相談時間を延
長し、土・日曜日も電話相談を行います。 
相談は無料で、秘密は守ります。ひとりで悩まず、相談してください。 
●期間 ８月２７日（金）・８月３０日（月）～９月２日（木） 午前８時３０分～午後７時 
    ８月２８日（土）～２９日（日） 午前１０時～午後５時 
●電話番号 子どもの人権１１０番 ０１２０―００７―１１０ 

（通常は、土曜、日曜および祝日を除く平日の午前８時３０分から午後５時１５分まで相談
を受け付けています。） 



「傾聴サロン」 でほっこり、すっきりしませんか 

鶴田町傾聴ボランティア養成講座修了生による「つるりんの会」が、あなたのお話をじっくりと聴きます。 

お話した内容の秘密は厳守します。安心してお越しください。 

※会場内の換気、人と人との適切な間隔確保、来場者の検温や体調確認、従事者のマスク着用、手洗い・手指

消毒の徹底など感染症対策に留意した上で開催します。 

★日 時：8月 2日（月）、16日（月）午後 1時～3時  ★場 所：鶴遊館 栄養指導室 

 
～新型コロナウイルス感染症対策に関するお願い～ 

◎当日及び過去 2週間以内に、本人または同居する方において、下記のいずれかに該当する場合は参加を控

えてくださるようお願いいたします。 
1． 37.5℃以上の発熱や咳などの風邪症状、だるさ（体調不良）がある場合 

2． 県外との往来がある場合または新型コロナウイルス感染者及びその疑いがある方との接触がある場合 

◎来場する際は、マスクを着用してくださるようご協力お願いいたします。 

※新型コロナウイルス感染拡大状況により、中止となる場合があります。ご了承ください。 
   

               

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

      

  

 

   

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和3年 町の保健だより 
連絡先：健康保険課 健康長寿班（内線 131～136） 

《感染について心配な方》・厚生労働省電話相談窓口                       TEL 0120-565653 

・受診・相談センター（五所川原保健所）     TEL 0173-34-2108 

《健康面・予防方法について心配な方》・県コールセンター              TEL 0120-123-801 

                                 ・役場 健康保険課       TEL 22-2111 

各種行事 開催中止のお知らせ 

  新型コロナウイルス感染症対策のため、8月は以下の行事を中止とさせていただきます。 

みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。 

○健康運動教室  ○介護予防事業に関する各種教室等（ヨーガ、フラダンス、ココリラ体操など） 

＜問い合わせ先＞ 健康保険課 国保介護班（内線 143） 

新型コロナワクチン接種に関するお知らせ 

 

●65 歳未満の方の予約と接種等について、ワクチンの供給状況等に応じ、年齢区分毎に、順番に

接種券をお届けしており、現在は 64～59 歳の方へ接種券を発送しています。接種券に同封し

ているチラシの「予約開始日」以降に予約してくださるようお願いします。 

58 歳以下の年齢の方は、接種券が届くまでお待ちください。皆さまのご理解とご協力をお願い

いたします。 

●すでにワクチン接種の予約をされている方へ 

・ワクチンは 1 バイアル（瓶）から 6 人接種でき、開封後早めに使い切らなければなりません。 

・キャンセルされる時は、早めの連絡をお願いします。 

  予約・相談専用電話 ０１７３－２２－６００１ 

・万一、急なキャンセルが出た時は、廃棄せず有効活用するため、個別接種を行う病院や集団接種

を行う豊明館の従事者、また保育所や放課後児童クラブ等の従事者に接種させていただきますの

で、ご理解くださるようお願いします。 

 

新型コロナウイルス感染症対策について 

○人との距離や換気を心がけましょう。 

○手洗い・マスクの着用などを徹底しましょう。 

○一人ひとりの行動が感染防止につながりますので、ご協力をお願いします。 

 


